
新共通基盤システムの構築（標準化対応）業務に関する審査項目・配点基準表
審査 提案を求める事項 A社採点結果 B社採点結果 最大点数

委員１ 委員２ 委員３ 委員４ 委員５ 小計 委員１ 委員２ 委員３ 委員４ 委員５ 小計 比較用
1

1.1
1.2 本業務の実施に当たって、「本市の

目指す姿」に基づく本市の意向に
沿ったシステム構築を行う基本姿勢
を提案すること。

30 30 40 30 30 30 30 30 30 30

新共通基盤システムが本市システ
ム全体の中核を成すものと理解し、
本調達の及ぼす影響と、万一、スケ
ジュール遅延等が発生した場合の
リスクを整理すること。さらに、稼働
予定日に稼働ができない、運用中
にシステム停止するなどし、業務継
続が困難になることが想定される場

30 40 30 30 30 20 20 20 30 30

標準準拠システム以外の移行等も
含め、全体として作業負荷の低減
をしながら移行することができる計
画を提案すること。

20 10 40 40 30 30 20 20 30 30

1.3
1.4

2次稼働分のリリース時期までに、
一部の標準準拠システムの標準化
が間に合わない場合、共通機能を
当該システムが利用できないことが
想定される。その場合、標準準拠シ
ステムと間に合わなかった当該シス
テム間の連携等、貴社で対応でき

30 40 40 30 30 30 30 30 20 30

2

2.1

2.2

2.3

3
新共
通基

3.1

新共通基盤システムに接続するた
めのネットワーク設計・構築方法を
提案すること。特に共同利用領域
に設置される標準準拠システムとの
接続等について、標準準拠システ
ム構築・保守事業者と調整等が必
要になるため、調整方法の実施方

30 40 30 40 40 20 20 20 40 30

3.2

機能要件、帳票要件、データ連携
要件、クライアント端末・周辺機器要
件、ソフトウェア要件、文字管理要
件への対応予定を示すこと。

10 5 10 10 10 10 5 10 10 10

4
新共
通基
4.1

4.2

5
新共
通基

目次

調達概要

調達範囲

一
次
審
査

調達概
要

契約期
構築・運
用スケ
ジュール

調達範
囲

ガバメン
トクラウド
における

新共通
基盤の
非機能規模要
件

システム
全体構
成

データセ
ンターに
おける作

40 30 30 40 20 20 30 30 20

30 30 20 30 3010 30 30 20

105 10

調達件

30

30

5

経済面（コスト）、効率性及び安全
性・安定性等を鑑み適切な設置先
について、比較分析を加えた上で
提案すること。設置先については、
ガバメントクラウド（CSPを問わない）
及びデータセンターといった庁外施
設での拠点に限る。

非機能要件、規模要件への対応予
定を示すこと。

本市における標準準拠システムの
開発状況や稼働状況を十分に理
解し、さらに職員負荷等を加味した
実行性の高い構築・運用スケジュー
ルを提案すること。

機能要
件

5 10 5 1010 5
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新共通基盤システムの構築（標準化対応）業務に関する審査項目・配点基準表
審査 提案を求める事項 A社採点結果 B社採点結果 最大点数目次

5.1

要件定義、基本設計、システム構
成図、画面設計、詳細設計、テスト
について役務要件を満たすプロ
ジェクト計画を示すこと。

30 40 40 40 40 20 30 30 30 30

5.2
データ移行の役務要件を満たす
データ移行計画を示すこと。 30 30 40 40 40 30 20 30 30 30

5.3

5.4

6

7

7.1

7.2

8
各納品物に対しての取り組みを示
すこと。 4 4 6 10 10 4 4 6 6 10

9
実施
体制

9.1

本業務の実施体制及び人員の実
績、保有資格を具体的に示すこと。
また、他自治体における導入実績
を示すこと。

10 10 10 4 10 10 10 10 4 6

9.2
本業務の管理体制（進捗管理、品
質管理、課題管理等）を具体的に
示すこと。

10 6 10 10 10 6 6 10 6 10

9.3
十分なセキュリティ対策を講じた作
業場所を確保すること。 5 5 10 5 10 5 5 10 5 10

9.4

10

10.1

法改正・標準仕様書群改版時に対
する提案システムの対応方針（無償
範囲、有償範囲等）を記載するこ
と。

10 10 10 10 20 10 10 10 5 20

10.2
著
作
権

10.3

10.4

再委託の有無を記載すること。
有の場合には、再委託先、再委託
先の監理に関することを記載するこ
と。

6 6 6 6 6 6 6 6 4 6

10.5
特定個人情報保護評価書作成の
支援方針を記載すること。 6 6 6 6 10 6 6 6 6 10

一
次
審
査

環境構
築時の
作業役

40

個人情報の
取り扱い

要件定義、基本設計、詳細設計、
環境構築、テスト、運用保守時につ
いての役務要件を満たし、国から提
示される資料に準拠した費用低減
策が加味されたプロジェクト計画を
示すこと。

30 30 30 30 3030 30 40 40

40

ガバメントクラ
ウドの作業役
務要件データセン
ターの作業役
務要件

納品物

プロジェクト管
理

作業要員

作業場所

環境構
築時の
役務要
件

データ移
行の役
務要件

運用保
守時の
役務要
業務の
引継ぎ
に関する

運用保
守時の
作業役

運用保守時の役務要件を満たす運
用保守の体制と取り組みを示すこ
と。

作業実施にあたる遵
守事項

作業時間

法改正対応・
標準仕様書
群改版時の
対応

再委託

特定個人情
報保護評価
書

30 40 30 30 20 30 30 30 40
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新共通基盤システムの構築（標準化対応）業務に関する審査項目・配点基準表
審査 提案を求める事項 A社採点結果 B社採点結果 最大点数目次

10.6

新共通基盤のうち共通機能につい
て、国の示す標準仕様書との適合
性の確認に対する対応を記載する
こと。

6 6 6 6 6 6 6 6 4 10

11

11.1

提案者が想定する業務効率化、作
業負荷軽減に繋がる手法の活用、
仕様書で指示している方法よりも効
率的な進め方、長期的な展開も視
野に入れた提案を具体的に示すこ
と。(例: 継続的インテグレーション
の活用、マルチクラウド構成を踏ま

30 30 30 20 30 30 30 30 20 30

11.2

1.2.1 本市の目指すべき姿 を理解
した上で、独自の追加提案を歓迎
する。追加提案は必須ではなく、提
案しない場合は理由が明確に示さ
れており、要件が満たされる提案で
ある限り、この項目の評価が最低と
なるものではない。

30 40 30 20 30 30 30 30 20 40

11.3

本件と類似すると考える移行案件
の実績について、示すこと。案件の
規模、複雑さ、技術的に難易度の
高かった要素とその解決策等があ
れば示すこと。

30 30 30 40 40 30 30 30 20 40

11.4 見積金額に対する補助対象割合 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40
その他付随費用を積算すること。
・クラウドまたはデータセンター利用
料（12か月分）
・運用保守費用（12か月分）
・回線料などの通信費用（12か月
分）
・（データセンターの場合） サー
バー、ストレージ、ネットワーク等の
機器類にかかる金額

30 30 30 30 30 30 30 30 30 30

提案書及びプレゼンテーションに対
して本件調達の本旨に照らして、貴
社が最も強みを発揮できると考える
点についてプレゼンテーションする

20 10 10 20 20 30 30 30 30 40

本件の履行にあたり、今後生じるこ
とが想定される困難な課題、及びそ
れを解決するに当たり重要視する
べき点について説明すること。

30 30 20 20 20 30 30 30 30 40

提案書及びプレゼンテーションに対
する本市からのヒアリングに回答す
ること。

30 20 20 10 20 30 30 40 30 40

価
格
審
査

本業務を遂行する上で必要となる
費用明細を記載すること。
システム開発費用を含めること。

75 75 75 75 75 100 100 100 100 100

632 643 684 652 702 3,313 603 593 634 605 742 3,177 4,350

→１位と順位付けした委員数 ● ● ● ● ― 4 ― ― ― ― ● 1 5

707 718 759 727 777 3,688 703 693 734 705 842 3,677 4,850

→１位と順位付けした委員数 ● ● ● ● ― 4 ― ― ― ― ● 1 5

二
次
審
査

一
次
審
査

創意工夫事
項

追加提案

類似案件に
おける実績

全体価格削
減に対する取
組

プレゼンテーション

リスク対応

質疑応答

自由提案

見積金額

適合性の確
認

②評価点（価格点を含む）

①評価点（価格点を含まない）
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